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(57)【要約】

【課題】クリエータ端末にもクライアント端末にもフォ

ントデータを蓄積しなくても、クライアント端末は多種

のフォントを表示に使用することができるフォントサー

バを提供すること。

【解決手段】クライアント端末１０から文字列及びその

スタイルを受信する文字列受信手段２１と、受信したス

タイルの文字列のフォントを読み出しフォントファイル

２３を作成して保存するフォントファイル作成手段と、

該フォントファイルのＵＲＬをクライアント端末１０に

返答するＵＲＬ返答手段２２とを備えるフォントサーバ

２０。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ク ラ イ ア ン ト 端 末 か ら 文 字 列 及 び そ の ス タ イ ル を 受 信 す る 文 字 列 受 信 手 段 と 、

　 受 信 し た ス タ イ ル の 文 字 列 の フ ォ ン ト を 読 み 出 し フ ォ ン ト フ ァ イ ル を 作 成 し て 保 存 す る

フ ォ ン ト フ ァ イ ル 作 成 手 段 と 、

　 該 フ ォ ン ト フ ァ イ ル の Ｕ Ｒ Ｌ を ク ラ イ ア ン ト 端 末 に 返 答 す る Ｕ Ｒ Ｌ 返 答 手 段 と

を 備 え る こ と を 特 徴 と す る フ ォ ン ト サ ー バ 。

【 請 求 項 ２ 】

　 ク リ エ ー タ 端 末 か ら 文 字 列 及 び そ の ス タ イ ル を 受 信 す る 文 字 列 受 信 手 段 と 、

　 受 信 し た ス タ イ ル の 文 字 列 の フ ォ ン ト を 読 み 出 し フ ォ ン ト フ ァ イ ル を 作 成 し て 保 存 す る

フ ォ ン ト フ ァ イ ル 作 成 手 段 と 、

　 該 フ ォ ン ト フ ァ イ ル の Ｕ Ｒ Ｌ を ク リ エ ー タ 端 末 に 返 答 す る Ｕ Ｒ Ｌ 返 答 手 段 と

を 備 え る こ と を 特 徴 と す る フ ォ ン ト サ ー バ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 に お い て ク ラ イ ア ン ト 端 末 に 蓄 積 さ れ て い な い フ ォ ン ト デ

ー タ を 表 示 に 使 用 す る こ と が で き る フ ォ ン ト サ ー バ に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 ク リ エ ー タ 端 末 に 文 書 表 示 に 必 要 な す べ て の フ ォ ン ト デ ー タ を 蓄 積 し て お い て 、

表 示 を 要 求 す る ク ラ イ ア ン ト 端 末 に ダ ウ ロ ー ド す る こ と に よ っ て 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 が 持

っ て い な い フ ォ ン ト を 表 示 に 使 用 す る こ と が で き る フ ォ ン ト 処 理 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例

え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ２ ４ ０ ３ ０ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し 、 上 記 の 公 知 例 に よ れ ば 、 各 ク リ エ ー タ 端 末 は そ れ ぞ れ が 表 示 に 必 要 な フ ォ ン ト

を 蓄 積 し な け れ ば な ら ず 、 ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 全 体 か ら 見 る と 、 フ ォ ン ト デ ー タ を 各 ク リ エ

ー タ 端 末 が 重 複 し て 蓄 積 す る こ と に な り 、 効 率 的 で は な い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 ク リ エ ー タ 端 末 に も ク ラ イ ア ン ト 端 末 に も フ ォ ン ト デ ー

タ を 蓄 積 し な く て も 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 は 多 種 の フ ォ ン ト を 表 示 に 使 用 す る こ と が で き る

フ ォ ン ト サ ー バ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の フ ォ ン ト サ ー バ は 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 か ら 文 字 列 及 び そ の ス タ イ ル を 受 信 す る

文 字 列 受 信 手 段 と 、 受 信 し た ス タ イ ル の 文 字 列 の フ ォ ン ト を 読 み 出 し フ ォ ン ト フ ァ イ ル を

作 成 し て 保 存 す る フ ォ ン ト フ ァ イ ル 作 成 手 段 と 、 該 フ ォ ン ト フ ァ イ ル の Ｕ Ｒ Ｌ を ク ラ イ ア

ン ト 端 末 に 返 答 す る Ｕ Ｒ Ｌ 返 答 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 の フ ォ ン ト サ ー バ は 、 ク リ エ ー タ 端 末 か ら 文 字 列 及 び そ の ス タ イ ル を 受 信

す る 文 字 列 受 信 手 段 と 、 受 信 し た ス タ イ ル の 文 字 列 の フ ォ ン ト を 読 み 出 し フ ォ ン ト フ ァ イ

ル を 作 成 し て 保 存 す る フ ォ ン ト フ ァ イ ル 作 成 手 段 と 、 該 フ ォ ン ト フ ァ イ ル の Ｕ Ｒ Ｌ を ク リ

エ ー タ 端 末 に 返 答 す る Ｕ Ｒ Ｌ 返 答 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 ク リ エ ー タ 端 末 に も ク ラ イ ア ン ト 端 末 に も フ ォ ン ト デ ー タ を 蓄 積 し な

く て も 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 は 多 種 の フ ォ ン ト を 表 示 に 使 用 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 実 施 例 １ に よ る フ ォ ン ト サ ー バ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 例 １ に よ る フ ォ ン ト サ ー バ の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 １ は 、 実 施 例 １ に よ る フ ォ ン ト サ ー バ ２ ０ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 こ こ で は 、 Ｗ Ｗ Ｗ

（ world wide web） を 利 用 し た ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 に お い て 、 一 般 ユ ー ザ が 操 作 す る ク ラ イ

ア ン ト 端 末 １ ０ 、 及 び 企 業 又 は 個 人 な ど が ホ ー ム ペ ー ジ を 提 供 す る ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ と

共 に 示 す 。 フ ォ ン ト サ ー バ ２ ０ は 、 受 信 器 ２ １ 、 送 信 器 ２ ２ 、 フ ォ ン ト フ ァ イ ル ２ ３ 、 及

び フ ォ ン ト Ｄ Ｂ （ デ ー タ ベ ー ス ） ２ ４ を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 受 信 器 ２ １ 及 び 送 信 器 ２ ２ は 一 般 的 な 受 信 器 及 び 送 信 器 で あ る 。 フ ォ ン ト フ ァ イ ル ２ ３

は 、 図 ２ に よ っ て 説 明 す る フ ォ ン ト デ ー タ を 一 時 的 に 蓄 積 す る フ ァ イ ル で あ る 。 フ ォ ン ト

Ｄ Ｂ ２ ４ は 、 各 種 の フ ォ ン ト デ ー タ を 蓄 積 し て お り 、 必 要 に 応 じ て 読 み 出 せ る よ う に な っ

て い る 。 例 え ば 、 Ｊ Ｉ Ｓ 漢 字 コ ー ド 約 １ 万 文 字 、 住 基 ネ ッ ト 使 用 約 ２ 万 １ 千 文 字 及 び 戸 籍

使 用 約 ５ 万 ６ 千 文 字 な ど に つ い て の 明 朝 体 、 ゴ シ ッ ク 体 及 び 毛 筆 体 な ど が 蓄 積 さ れ て い る

。 こ の 他 、 ひ ら が な に つ い て の 創 作 的 な 著 作 物 と し て も 価 値 の あ る 特 殊 フ ォ ン ト 、 更 に 外

字 の フ ォ ン ト な ど も 蓄 積 さ れ て い る 。 こ れ ら の フ ォ ン ト デ ー タ は ス タ イ ル （ 書 体 ） ご と に

蓄 積 さ れ 、 ス タ イ ル 及 び 文 字 コ ー ド を 指 定 す る こ と に よ っ て 読 み 出 す こ と が で き る 。 外 字

に つ い て は 、 必 要 な ら 、 ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ ご と に ク リ エ ー タ 端 末 Ｉ Ｄ と 共 に 蓄 積 さ れ て

お り 、 そ の ク リ エ ー タ 端 末 Ｉ Ｄ を 指 定 す る こ と に よ っ て 読 み 出 す よ う に し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 ２ は 、 実 施 例 １ に よ る フ ォ ン ト サ ー バ ２ ０ の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。 ま ず 、 一 般 ユ

ー ザ は 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 ２ ０ を 操 作 し て ク ラ イ ア ン ト 端 末 ２ ０ に よ っ て 、 表 示 し た い ホ

ー ム ペ ー ジ を 提 供 す る ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ に ア ク セ ス す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 そ し て 、 ク

リ エ ー タ 端 末 ３ ０ が 提 供 す る 文 書 が 記 録 さ れ 、 ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ に 蓄 積 さ れ て い る Ｕ Ｒ

Ｌ （ Uniform Resource Locator） 指 定 フ ァ イ ル を 読 み 出 す （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 そ の 読 み 出

し た Ｕ Ｒ Ｌ 指 定 フ ァ イ ル に は 、 文 書 を 表 示 す る た め の 文 字 コ ー ド と 共 に そ の ス タ イ ル が 記

録 さ れ て い る の で 、 ス タ イ ル ご と に 文 字 列 を ソ ー ト し て 、 重 複 排 除 し て 、 ス タ イ ル ご と の

文 字 列 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 例 え ば 、

 

　 　 そ の と き 、 吾 一 は 学 校 か ら 帰 っ た ば か り だ っ た 。 （ ２ ２ 文 字 ）

　 　 ミ ミ ミ ミ ミ ゴ ゴ ミ モ モ ミ ミ ゴ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ

　 た だ し 、 ミ ： 明 朝 体

　 　 　 　 　 ゴ ： ゴ シ ッ ク 体

　 　 　 　 　 モ ： 毛 筆 体

 

と い う ２ ２ 文 字 の 文 書 に 対 し て 、

 

　 　 ミ ： か き そ た だ っ と の は ば ら り 、 。 （ １ ４ 文 字 ）

　 　 ゴ ： 一 帰 吾 （ ３ 文 字 ）

　 　 モ ： 学 校 （ ２ 文 字 ）
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と い う よ う に 、 ス タ イ ル ご と の 文 字 列 を 取 得 す る 。 重 複 排 除 し て い る た め に こ れ ら の 合 計

の 文 字 数 は 文 書 の 文 字 数 の ２ ２ 文 字 に 足 ら な い 。 そ し て 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 １ ０ が 保 持 し

て い な い フ ォ ン ト に つ い て 、 フ ォ ン ト サ ー バ ２ ０ に 、 こ れ ら の 文 字 列 と ス タ イ ル を 送 信 し

て 、 そ の フ ォ ン ト デ ー タ を 要 求 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 例 え ば 、 明 朝 体 及 び ゴ シ ッ ク 体 は

持 っ て い る が 、 毛 筆 体 は 持 っ て い な か っ た と す る と 、 毛 筆 体 の ２ 文 字 「 学 」 「 校 」 に つ い

て フ ォ ン ト デ ー タ を 要 求 す る 。 な お 、 自 前 で フ ォ ン ト デ ー タ を 持 っ て い る ス タ イ ル ま で 、

ソ ー ト 及 び 重 複 排 除 す る 必 要 は な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 フ ォ ン ト サ ー バ ２ ０ は 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 １ ０ か ら 文 字 列 及 び そ の ス タ イ ル を 受 信 器 ２

１ に よ っ て 受 信 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 、 そ の ス タ イ ル 及 び 文 字 列 を 指 定 し て フ ォ ン ト Ｄ Ｂ

２ ４ か ら フ ォ ン ト デ ー タ を 読 み 出 す （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。 そ し て 、 読 み 出 し た フ ォ ン ト デ ー

タ に よ っ て 、 そ の ス タ イ ル 及 び 文 字 列 の フ ォ ン ト デ ー タ を 記 録 し た フ ォ ン ト フ ァ イ ル を 作

成 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 、 フ ォ ン ト フ ァ イ ル ２ ３ と し て 蓄 積 し 、 そ の フ ァ イ ル の Ｕ Ｒ Ｌ を

ク ラ イ ア ン ト 端 末 １ ０ に 返 答 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ク ラ イ ア ン ト 端 末 １ ０ は 、 返 答 さ れ た Ｕ Ｒ Ｌ に ア ク セ ス し て フ ォ ン ト フ ァ イ ル ２ ３ を 読

み 出 す （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 。 そ の フ ォ ン ト フ ァ イ ル ２ ３ に は 、 ス タ イ ル が 毛 筆 体 で あ っ て 「

学 」 「 校 」 の フ ォ ン ト デ ー タ が 記 録 さ れ て い る の で 、 そ れ ら の フ ォ ン ト デ ー タ を ク ラ イ ア

ン ト 端 末 １ ０ が 入 手 す る こ と が で き た こ と に な る 。 そ こ で 、 表 示 す る 文 書 中 の 毛 筆 体 の 「

学 」 「 校 」 の 文 字 に つ い て フ ォ ン ト を 入 手 し た フ ォ ン ト に 書 き 換 え て （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ）

、 表 示 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 な お 、 提 供 す る ス タ イ ル が １ 種 類 で あ る 場 合 に は 、 フ ォ

ン ト フ ァ イ ル ２ ３ に ス タ イ ル を 記 録 す る 必 要 は な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 文 字 列 の 通 信 は 文 字 コ ー ド に よ っ て 行 う こ と に な る が 、 文 字 コ ー ド が 外 字 コ ー ド

で あ る 場 合 に は 、 外 字 フ ォ ン ト を 提 供 す る こ と に な る 。 こ の 場 合 に は 、 フ ォ ン ト サ ー バ ２

０ の オ リ ジ ナ ル で あ る フ ォ ン ト で あ っ て も 良 い し 、 ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ に 固 有 の フ ォ ン ト

で あ っ て も 良 い 。 フ ォ ン ト サ ー バ ２ ０ の オ リ ジ ナ ル で あ る 場 合 に は 、 ス タ イ ル の 指 定 は 必

ず し も 必 要 な い 。 ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ に 固 有 の フ ォ ン ト で あ る 場 合 に は 、 ス タ イ ル と し て

ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ の Ｉ Ｄ を 使 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 実 施 例 １ に よ っ て 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 １ ０ 及 び ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ が 持 っ て い な い フ ォ

ン ト デ ー タ に つ い て も ク ラ イ ア ン ト 端 末 １ ０ に 表 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ク ラ イ ア ン

ト 端 末 １ ０ が 読 み 出 す フ ォ ン ト デ ー タ は 表 示 に 必 要 な 文 字 列 の 数 の フ ォ ン ト デ ー タ だ け で

あ る の で 、 フ ォ ン ト デ ー タ を 入 手 す る た め の 通 信 時 間 は 短 時 間 で 済 む 。 ま た 、 仮 に フ ォ ン

ト デ ー タ が 著 作 物 性 の あ る 価 値 あ る も の で あ っ て 利 用 す る の に 課 金 が 発 生 す る 場 合 で あ っ

て も 、 フ ォ ン ト ユ ー ザ は 、 文 字 数 に 応 じ た 必 要 最 小 限 の 料 金 で 利 用 す る こ と が で き る 。 そ

の 上 、 フ ォ ン ト ベ ン ダ に と っ て も 、 フ ル セ ッ ト （ 例 え ば Ｊ Ｉ Ｓ 漢 字 コ ー ド の す べ て ） の フ

ォ ン ト デ ー タ は 提 供 し な い の で 、 盗 用 を 防 止 し て 、 使 用 の 都 度 、 課 金 す る こ と が で き る な

ど 、 フ ォ ン ト デ ー タ を 著 作 物 と し て 適 正 に 管 理 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 フ ォ ン ト サ ー

バ ２ ０ に 送 信 す る の は 、 文 書 の 文 字 を ソ ー ト 及 び 重 複 排 除 し た 文 字 列 で あ っ て 文 書 そ の も

の で は な い の で 、 文 書 が 機 密 性 の 高 い も の で あ っ た と し て も 、 そ の 内 容 を フ ォ ン ト サ ー バ

２ ０ に 知 ら れ る こ と な く フ ォ ン ト デ ー タ を 入 手 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 実 施 例 １ に お い て は 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 １ ０ の 要 求 に 応 じ る 形 で フ ォ ン ト サ ー バ ２ ０ が

フ ォ ン ト フ ァ イ ル ２ ３ を 作 成 し た が 、 実 施 例 ２ と し て 、 ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ の 要 求 に 応 じ

る 形 で フ ォ ン ト サ ー バ ２ ０ が フ ォ ン ト フ ァ イ ル ２ ３ を 作 成 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き

る 。 こ の 場 合 に は 、 ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ が 、 提 供 す る 文 書 フ ァ イ ル に つ い て ス テ ッ プ Ｓ ３

、 Ｓ ４ を 実 行 す る 。 そ し て 、 ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ が フ ォ ン ト サ ー バ ２ ０ か ら フ ォ ン ト フ ァ
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イ ル ２ ３ の Ｕ Ｒ Ｌ を 受 け て 文 書 フ ァ イ ル に リ ン ク さ せ て 、 ク ラ イ ア ン ト 端 末 １ ０ か ら の ア

ク セ ス を 待 ち 受 け る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ク ラ イ ア ン ト 端 末 １ ０ が ク リ エ ー タ 端 末 ３ ０ に ア ク セ ス す る と 、 フ ォ ン ト フ ァ イ ル ２ ３

の Ｕ Ｒ Ｌ と 共 に 文 書 フ ァ イ ル を 読 み 出 し て 、 更 に そ の Ｕ Ｒ Ｌ に ア ク セ ス し て フ ォ ン ト フ ァ

イ ル を 読 み 出 し フ ォ ン ト デ ー タ を 入 手 す る 。

　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 １ ０ 　 ク ラ イ ア ン ト 端 末

　 ２ ０ 　 フ ォ ン ト サ ー バ

　 ２ １ 　 受 信 器

　 ２ ２ 　 送 信 器

　 ２ ３ 　 フ ォ ン ト フ ァ イ ル

　 ２ ４ 　 フ ォ ン ト Ｄ Ｂ

　 ３ ０ 　 ク リ エ ー タ 端 末

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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